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糖尿病 はイ ンスリンの絶対的 もしくは相対的不足 によ

って おこる疾病 とされているが,こ れを分類す ると一次

性糖 尿病 と二次性糖尿病 に分 けられる。一次性糖尿病 は

遺伝 的素 因をもったものが各種の発症因子 を うけて発病

す ることが多い とされている。発生因子 としては肥満 ・

成長 ・感染症 ・妊娠 ・精神的ス トレス ・甲状腺機能亢進

症 その他 があげ られるが,そ の因子 の一つである肥満の

一原 因 として食事 の摂 り方 が問題 になる。

イ ギリスのHimsworthに よって糖尿病患者 の発病前

の食事についての調査 が行 なわれているが,そ れによれ

ば患者の嗜好 は大 きく二つに分かれておりfattydietに

傾い ているもの とsweetdietに 傾 いているもの がある

とされている。糖尿病発症 の機序 として当然考 えられる

ことであるが,著 者 は患者 の発病後 の嗜好傾向 を知 り,

食事指導 の参考に したい と考 えて この調査 を行 った。

〈方 法 〉

千葉大学附属病院で治 療 をうけている一次性糖尿病外

来患者245名 を対象 としてア ンケー トにより嗜好及び3

日間 の食事の摂取状況 を調べ検討 した。対照 として健康

者 についても同様 の嗜好調査 を行 い比較 した。季節は7

～8月 にかけて行った。ア ンケー トの回収率は外来患者

の場合61.8%(男 子73名,女 子78名),健 康者の場合70.6

%(男 子87名,女 子86名)で あった。今 回依頼 した外来患

者はその多 くが会社員 その他 の勤 め人の家庭であったの

で健康者 も概 ね同様 の家庭 を選 んだ。尚地域は千葉,東

京及 び近県 と した。又患者の年令 は30～60才 にわたって

いるが健康者 に於て も患者 に於 ても30～60才 の間では嗜

好の大 きな違 いは見受 けられなかったので今回は年令別

には区分 しなかった。

尚患者 は同病院での治療期 間1年 未満23%,5年 未満

39%,5年 以 上38%で,1～10回 の食 事 指 導 を受 け て い

る人 達 で あ る。

〈実施項 目及び結果〉

1.嗜 好 に つ いて

① 次 の64種 の 食 品 につ い て好 き嫌 い を たず ね た 。

・御 飯 ,そ ば,中 華 そ ば,ス パ ゲ テ ィ,パ ン類

●じゃが い も,さ つ ま い も

・バ タ ー,マ ーガ リ ン

・ジャ ム,水 あ め,あ め,み つ豆,和 菓 子,洋 菓子,ビ

ス ケ ッ ト,パ イ,チ ョコ レー ト,ア イ ス ク リ ー ム,汁 粉,

ピー ナ ッ ッ,せ んべ い

・豆 腐 ,納 豆,生 揚,煮 豆

・卵,白 身魚,赤 身魚,貝 類,魚 くん製,牛 肉,豚 肉,

鶏 肉,ハ ム,ベ ー コ ン,レ バ ー

・牛 乳,チ ー ズ,ワ カ メ,コ ンブ

・ほ うれん そ う,か ぼ ち ゃ,ト マ ト,ピ ー マ ン,人 じん

・なす,も や し,枝 豆,そ ら豆,と うもろ こ し,キ ャベ

ツ,玉 ね ぎ,ア スパ ラガ ス,た けの こ,し い た け

以上 の食 品 につ いて,5点 嗜好 法 即 ち好 む もの に5,

や や好 む もの に4,中 位 の もの に3,や や嫌 い な もの に

2,嫌 い な もの に1と い う記 号 で記 入 して貰 っ た。 そ の

結 果50%以 上 の人 が5の 評 価 をつ けて い る もの は第1,

2表 の通 りで あ る。

ごは ん は何 れ の場 合 も好 ま れて い るが,他 の食 品 で は

男 子 で は患 者,健 康 者 とも に牛 肉 を好 み,女 子 で は 白身

魚,豆 腐 等 が患者,健 康 者 と も に好 んで い る。又 男 子 よ

りも女 子 の方 が 多 くの食 品 に5の 評 価 をつ けて い る。全

体 的 にみ る と患者 の場 合,男 女 共 に肉,魚,卵 等 が好 ま

れて お り,平 均 して45～50%の 者 が5と 云 う評 価 を して

い る。 これ に対 し健 康 者 で は色 々 な種 類 の食 品 が あ げ ら
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嗜 好 調 査

対象:糖 尿病外来患者

健康者

男子73名

女子78名

男子87名

女子86名

年 令:30～60才

季 節:7～8月

第1表 好 まれる食品(男 子)

(5点 嗜好法 による)
0

患

者

健

康

者

ご は ん

牛 肉

ご は ん

牛 肉

み か ん

5

78.1

55.4

62.1

:.

51.6

4

12隻3

27.9

24.1

41.4

41.4

3

9.6

9.2

13.8

0

3.5

2

0

3.0

0

0

3.5

1

0

1.5

0

0

0

第2表 好 まれる食品(女子)
0

患

者

健

康

者

ご は ん

牛 乳

白 身 魚

豆 腐

貝 類

み か ん

牛 肉

な し

豆 腐

ご は ん

白 身 魚

し い た け

わ か め

じ ゃ が い も

5

81.5

51.3

51.3

51.3

50.0

72.1

62.7

60.4

58.2

58:1

58.1

51.2

51.2

51.2

4

11.3

29.4

29.3

29.3

21.4

23.2

27.9

23.3

:.

30.2

23.3

30.2

M

25.6

3

7.2

18.3

19.8

11.4

24.2

4.7

9.4

9.3

20.9

11.6

16.3

:.

:.

20.9

2

0

5.7

2.4

4.8

2.9

0

0

4.7

2.3

0

2.3

0

2.3

2.3

i

0

0.9

1.5

3.2

0

0

0

2.3

0

0

0

0

2.3

0

第5表 飲み物 についての嗜好

患 者(男 子) 平均順位

れてい る。嫌いの方 では64項 目中,1の 評価が0の もの

は,男 子患者では7品,女 子患者では3品 であ ったのに

対 して健康者では男子27品,女 子16品 で,1の 評価 をし

てい るものが患者 の方 がず っと多 くなっている。

尚,17種 の食品につ いて嗜好の ばらつ きをみ ると,第

3,第4表 の通 りで あった。平均嗜好点 の最 も高いもの

は患者男子 で ごはん4.68(S=0.65),患 者女子で ごはん

4.75(S=0.58),又 健康者男子で肉4.59(S=0.48),鯉

康者女子 では肉4.54(0.66)で あった。

② 次 に飲み物 につ いての嗜好 を順位法 により調査 した。

表に示 した12種 の飲 み物 について1～12番 までの順位 を

記入 して貰い集計 した結果は第5表 及び第6表 の通 りで

ある。男子で は健康者 がコーヒーを好 むのに対 し,患 者

では白牛乳が第1位 で あった。緑茶 は両者 とも第2位 で

(1)白 牛 乳

(2)緑 茶

(3)オ レソジジュース

(4)コ ー ヒー 牛 乳

(5)コ ー ヒ ー

(6)サ イ ダ ー

(7)カ ル ピ ス

(8)麦 茶

(9)抹 茶

α¢レモ ンジsス

αDコ コ ア

⑫ コ カ コ ー ラ

3.61

4.62

5.85

6.30

6.37

6.39

6.63

6.72

7.47

7.48

8.03

8.50

健康者(男 子)平 均順位

(1)コ ー ヒ ー

(2)緑 茶

(3)麦 茶

(4)白 牛 乳

(5)オレンジジSス

(6)レモ ソジsス

(7)コ ー ヒー牛 乳

(8)カ ル ピ ス

(9)抹 茶

OOコ コ ア

uuサ イ ダ ー

⑪ コ カ コ ー ラ

3.76

4.24

5.62

:.

6.00

6.31

6.82

6.85

zi7

.:

7.82

8.96

あ り,他 の甘味のある飲料 に比 しさっぱ りした味 が好 ま

れてい る。女子は男子 と多少異 な り健康 者では緑茶が1

位 であるのに比 し患者 では1,2位 はオレンジジュース,

レモ ンジュー等の甘味の ある飲料 を好んでいるのが特徴

である。男子患者で最も好 まれている牛乳が女子患者で

は10位 になってお り男子 と女子 では他の もの も,か なり
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第6表 飲 み物についての嗜好

患 者(女 子) 平均順位 健康者(女 子) 平均順位

(1)オレソジジュース 3.72 (1)緑 茶 2.65

(2)レモ ンジ ュース :. (2)レ モ ンジ1ス 4.75

(3)麦 茶 5.30 (3)コ ー ヒ
一 4.93

(4)緑 茶 5.73 (4)麦 茶 4.95

(5)カ ル ビ ス 6.07 (5)抹 茶 5.72

⑥サ イ ダ 一 6.37 (6)白 牛 乳 6.17

⑦ コ ー ヒー牛 乳 ... (7)オ レンジジ3ス 6.54

(8)抹 茶 6.80 (8)カ ル ビ ス 7.21

⑨ コ ー ヒ
一 7.26 (9)コ コ ア 7.36

矼o牛 乳 7.42 ¢Oサ イ ダ
一 7.66

(1ひコ カ コ ー ラ 8.64 ㈹ コー ヒー 牛 乳 7:92

⑱ コ コ ア 9。40 ⑫ コ カ コ ー ラ 7.95

異 なっている。 コカコーラが男女 ともに好 まれないのは

30～60才 が対象である結 果 と思 われる。

③次 に調理 された食品についての嗜好 を調査 した。即 ち

卵調理 ・肉調理 ・魚調理 ・野菜調理 ・汁物調理等 に区分

して それぞれ代表的 な調理食品について記入 をして貰 っ

た。 その うち,嫌 いな調理食品につ いて患者 と健康者 を

比較 したがその結果は第7表 の通 りで あった。

第7表 嫌 いな調理食品の比較

男子 についてみると嫌いであ る調理 食品と しては,健 康

者で はゆで卵,肉 だんご,あ んかけ,煮 魚,魚 みそ焼 等

があげられ,患 者では生卵,カ ツ,ス テーキ,肉 バ ター

焼,か ら揚 げ,肉 だんご,魚 あんかけ,魚 み そ焼,ポ タ
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食品は牛乳,卵,魚,肉,豆 腐,か ぼ ちゃ,

ヤベツ,枝 豆,

1及 び2に み られる様 に相 関係数 は患者男子0.33,健 康

者男子0.13,患 者女子0.56,健 康 者女子一〇.12で余 り相

関は見 られなかった。実際 の食事では,調 理操 作の難易,

材料入手の難 易 ・経済 ・他 の家族 の嗜好 ・栄養面等 を考

慮 して取 り入 れるので個人個人の嗜好 と家庭 に於 ける使

用頻度の相 関は余 り見 られないと考 えられる。

で天ぷ ら,う なぎ,ス テーキなど,女 子 では

さしみ,ス テーキ,す しになってい る。

患者 と健康者 の間の差 につ いて検定 を行 な

った結果(※),男 子 に於て も女子 に於 ても5

%水 準で両者間 に有意差 があ る事が認め られ

た。

④ 嗜好 と使用頻度

① に於て調査 した食品の うち,次 の12種 に

ついて嗜好の度合 と使用頻度 の相関 を求めた。

トマ ト,キ

もや し,ぶ ど う,も も等 である。第8表

第8表 一1嗜 好 と使用頻度(1)

患 者(男 子)

tO.05(29)=2.05

Xa3.50>2.05

♀3.65>2.05

一ジュ
,コ ンソメ,シ チュー等 多 くの ものに嫌 いがめだ

ってい る。茶 わんむ し,い り卵,フ ライ,煮 魚,み そ焼,

さしみの6種 については健康者の方が嫌 いの割合 が多い

が他 の24種 は何れ も患者 の方に嫌 いが多 い。

女子 についてみると健康者 では生卵,魚 あんかけ,煮 魚,

みそ焼等 が好 まれていないが,こ れに対 し患者 では生卵,

カッ,ス テーキ,肉 バ ター焼,か ら揚 げ,肉 だんご,魚

フライ,あ んかけ,煮 魚,み そ焼,ポ ター ジュ,コ ンソ

メ,シ チュー等 に嫌 いが目立っている。女子 の場合,生

卵,目 玉焼,ゆ で卵,肉 煮物,魚 みそ焼 の5種 につ いて

は健康者 の方 が嫌いの割合 が多いが他の25種 は何れ も患

者の方 に嫌 いが多 い。第7表 か ら分 る様 に健康者 は偏 り

の少い嗜好 であ り色 々な調理 をおい しく食べ られるが,

患者は嫌 いなものが多い事 が分 る。尚90%以 上 の者が好

む調理食品 は患者男子 では天ぷ ら,目 玉焼,女 子で はて

りや き,オ ム レツ となって いる。又健康 者の場合 は男子

健康者(男 子)
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⑥食事 に関す る注意事項

第10表 に示す様 な項 目で食事 に関 して注意 をは らって

いる事項 を調査 した。

第10表 食事についての注意
≪〉

⑤ 味つけの嗜好

第9表 に示す6種 の味 についての嗜好 を調査 した。

患者,健 康者(男 女共 に)何 れ もうすい味つ けを最 も

好 み,次 には女子患者以外 は平均 してピリッとか らいも

の を好 んでいる。甘いもの は健康者男子 には好む人 が多

いがその他の人達では30%弱 の人が好んでいる事が分 る。

ほろにがい味は患者 には余 り好 まれない味 と思われる。

味 つけの好みば男女ではかなりちがいがあるが,同 性の

健康者 と患者でもかなりの差が見 られ た。

第9表 味 つ け の 嗜 好
(%)

患者(男) 健康者(男) 患者(女) 健康者(女)

甘 い 味 28.2 48.4 29.5 27.6

塩 か ら い 味 24.7 39.4 16.7 12.7

ぴりっとからい味 38.4 42.4 24.4 51.0

ほ ろに が い味 ., 27.3 11.5 25.5

こ い 味 34.2 51.5 26.9 i7:0

う す い 味 49.3 54.5 53.8 89.3

患者(男) 健康者(男) 患者(如 健康者(如

カロリー不足 にな らない様 43.8 18.0 38.5 25.5

栄 養 の バ ラ ン ス 58.9 48.5 67.9 87.2

糖 分 を と らな い様 に 76.7 27.2 73.1 31.9

ビタミンB1を 多くとる様 に 31.5 21.2 25.6 23.4

果 実 を 毎 日 と る様 に 56.2 30.3 62.8 55.3

野 菜 を 多 くと る様 に 71.2 57.5 71.8 78,9

牛乳 を毎 日 と る様 に 58.9 42.4 55.1 51.0

そ の 他 2.0 0 2.0 2.0

この表 から分 る様 に健康者 に比 し一般的 に患者 の方が

食事 に対 して注意 をはらっている。患者 は病気 の性質上

糖分 をとらない様 に注意 してい る者 が多いが,こ れに対

し健康者 は栄養のバ ランスに注意 してい る者 が多 くなっ

ている。男女患者 とも野菜 を多 くとる様 に注 意 してい る

事 は望 ま しいが女子患者 では果実 を毎 日とる様 に注意 し

ている者がかな り多 く,果 実はかなりの糖分 を含むので

摂取量 に留意する必要 があると思 われる。

⑦ 日本料理 ・西洋料理 ・中国料理の比較

健康者男子 と患者女子 では 日 ・中 ・西の順 に,患 者男

子 と健康者女子 では日 ・西 ・中の順 になっている。何 れ

にも日本料理 が最 も好 まれてお り西洋料理 と中国料理 は

総体的 に何れが好 まれているかの差 は少 い。料理の型式

に関 しては健康者 と患者の相違 はない と考 えてよい。

〈考 察〉

以上の調査結果 より次の様 な事が考 えられる。

食物 に対する嗜好 は社会的条件,心 理的 ・生理的条件,

即 ち地域 ・職業 ・季節 ・年令 ・性別 ・健康状態 により変

化す ると考 えられ る。今回はその各々につ いて条件 を設

定 して調査 した結果①男女の嗜好 は相違 があるが,患 者

の男 女 を平均 してみると穀類 を好む もの30%,肉 ・魚 ・

卵 を好む もの45～50%,菓 子類 を好むもの30%弱 となっ

ている。 これ等の食品 に関 しては健康者 の嗜好傾 向は略

々同様 であるが,他 の多くの食品では患者の方が健康者

に比 し嫌 いと云 う評価 をする者が多 くなって いる。 この

事か らも健康者 は一般 に何 でも好 んで食べて いる事 が分

る。尚,調 査 をした健康 者の中で近親 に糖尿 病患者のい

る人 が男子で6名,女 子 で12名 あり,こ れ等の人々 は糖

尿病 の基礎因子 を多少な りとも持 っていると考 えられ る

が,嗜 好傾向は他の健康者 と特に相違 は見 られなか った。

今回調査 した糖尿病患者 については治療期 間が長い為,
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発病前 の嗜好 を調査出来なかったので好 き嫌 いの多い人

が発症 しているのか どうかは断定出来 なかった。

②昔は糖尿病の食事療法が厳 しく糖 を制限 していたので

患者は生理的 な要求ないしは心理的 な要求か ら甘 いもの

を欲す る傾向 になったと考 えられるが,そ の点今回の調

査では厳 しい糖の制限 と云 う事 でな く,バ ランスの とれ

た食事 を摂 る様 にと云 う食事指導 のもとに食 生活 を送 っ

ているので健康者 に比 し特 に甘 い ものを好む と云 う様な

傾向 はみ られなかった。

③嗜好 と使 用頻度 は余 り相 関がみ られなかったが,こ れ

は前述の理 由によるもの と思 われ る。又使用頻度 と同時

に1回 に食す る量 に問題 があると考 えられる。

④ 尚,嗜 好調査 と同時 に外来患者の食事内容 についても

記録 して貰 い,こ の うち指示 カロリー1200～1920カ ロリ

ーの人25人 について検討 を行 なった。これらの人々は食

事指導 を うけているにも拘 らず,摂 取 カロ リー,栄 養 の

バ ランスの点で尚,工 夫 を要 すると思 われる。

以上今回 の調査 に於て嗜好 をべ一ス とした食事指導 の

必要があるのではないかと予想 したが,食 事指導が行 き

わたっている現在では嗜好が特 に偏 ってい ると云 う事 も

ないので,今 後 の食事指導 は適正 カロリーの摂取,栄 養

のバ ランス等 を重点 にお く事が大切で あると考 える。今

後 はその方 向の調査 を進 めたい と考 えてい る。

本調査 をまとめるに当 り,種 々御教示 を賜 った千葉大

学附属病院広瀬賢次先生並 びに前本学教授高木和男先生

に深謝す る。尚アンケー ト調査 に御協 力頂 いた鶴見薫 さ

ん,患 者,健 康者 の方々に謝意 を表する。

この報告 は第29回 家政学会総会(1977年10月)に 於て

発表 したものの一部で ある。
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